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「
い
い
や
ま
景
観
賞
」
が
決
定

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
国
民
の
中
か
ら
、
く
じ

で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査

員
が
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
裁

判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不

起
訴
処
分
）
の
善
し
あ
し
を
審

査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
刑
事
手

続
の
中
に
国
民
の
一
般
的
な
良

識
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
刑

事
司
法
を
実
現
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

に
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検

察
審
査
会
の
窓
口
で
申
し
立
て

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
費
用
は
一

切
か
か
ら
ず
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

◇
長
野
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
長
野
地
方
裁
判
所
内
）
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市
で
は
「
全
市
公
園
化
構
想
」

に
沿
っ
て
、
景
観
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
、
今
回
で
11
回
目

と
な
る
「
い
い
や
ま
景
観
賞
」

の
選
考
会
が
飯
山
市
景
観
形
成

推
進
協
議
会
に
よ
り
行
わ
れ
、

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

■
個
人
の
部

　
米
望
忠
雄
さ
ん
住
宅

　
（
瑞
穂
・
神
戸
）

※
「
団
体
の
部
」
は
該
当
な
し

㊨ 

景
観
賞
の
米
望
さ
ん
の
住
宅
。

田
園
風
景
に
溶
け
込
ん
だ
平
屋
建
て

の
シ
ン
プ
ル
な
造
り
が
評
価
さ
れ
た

 

ご
存
知
で
す
か
「
検
察
審
査
会
」

  護保険
ミニ知識  ⑥介

介護保険サービスを利用するためには

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
の
申
請
を
し
ま
す

市
役
所
１
階
保
健
福
祉
課
の
窓
口
に
「
要
介

護
認
定
」
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
結
果
が
出
る
ま
で
は
次
の
手
順
で

①
訪
問
調
査
…
本
人
・
家
族
な
ど
へ
の
聞
き

取
り
調
査
。
心
身
の
状
況
を
調
べ
ま
す
。

②
主
治
医
の
意
見
書
…
医
師
が
介
護
を
必
要

と
す
る
原
因
疾
患
等
に
つ
い
て
記
載
。

③
１
次
判
定
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
）
…
調
査

票
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
析
し
、
要
介
護
状
態
区

分
を
導
き
出
し
ま
す
。

④
２
次
判
定
（
介
護
認
定
審
査
会
）
…
訪
問

調
査
の
結
果
と
医
師
の
意
見
書
を
も
と
に
、

専
門
家
が
審
査
。

認
定
結
果
を
お
知
ら
せ

■
非
該
当
…
介
護
保
険
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
が
、
生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
る
虚
弱
高
齢

者
・
将
来
的
に
そ
の
危
険
性
が
高
い
人
な
ど
。

■
要
支
援
１
、２
…
介
護
保
険
の
対
象
者
だ
が

生
活
機
能
改
善
の
可
能
性
が
高
い
人
な
ど
。

■
要
介
護
１
～
５
…
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
、
生
活
の
維
持
改
善
を
図
る
こ
と
が

適
切
な
人
な
ど
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

介護サービスを利用するためには、市役所に申請して「介
護や支援が必要である」と認定されることが必要です。サー
ビスを利用するまでの手続の流れは以下のとおりです。

１234

平
成
19
年
度
か
ら

米
の
経
営
安
定
対
策
が
変
わ
り
ま
す

　
農
家
の
減
少
・
高
齢
化
や
、
農
産
物
を
め
ぐ
る
国
際
ル
ー
ル
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
、
地
域

農
業
を
担
う
「
担
い
手
」（
＝
大
型
農
家
）
や
集
落
営
農
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
19

年
か
ら
す
べ
て
の
農
作
物
に
つ
い
て
、
国
の
経
営
安
定
対
策
は
担
い
手
へ
重
点
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
米
、
麦
、
大
豆
等
の
品
目
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
価
格
に
着
目
し
た
対
策
か
ら
、
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
対
象
を
限
定
し
、
農
家
ご
と
の
経
営
に

着
目
し
た
対
策
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

①品目横断的経営安定対策のうち
　　　　 　　　　　収入減少影響緩和対策
 （対象…「担い手」）
　米価が下落した場合、過去５年間の長野県平均米価の９
割まで補てん金が支払われる制度です。ただし、麦・大豆の
ように国内外の格差を補正するための交付金（ゲタ）はあり
ません。

②産地づくり対策（対象：稲作農家すべて）
　生産調整や振興作物作付等の飯山市水田農業ビジョンで
定めた産地づくり対策の、実施面積に応じて支払われる助成
金です。この対策のなかで平成 21年まで暫定的に、担い手
以外の農家に対して米価下落に対する補てん金が支払われ
る予定です。

③集荷円滑化対策（対象：稲作農家すべて）
　米が豊作の場合に生じた「過剰米」を主食用と分けて区
分出荷し、米価下落を防止する制度です。主食用以外に出
荷された分について、生産者拠出金や国の無利子貸付で造
成された基金から生産者支援金が支払われるものです。

平成 19 年産からの米の経営安定対策の内容

現行の政策と新しい対策との違い
　これまで行われていた「稲作所得基盤確保対策（ゲタ＋ナラシ）」
と「担い手経営安定対策（ナラシ）」が、「担い手」を対象とした「品
目横断的経営安定対策（ナラシ）」へ移行します。米価下落時の補
てんは、担い手以外の農家は将来的には受けられなくなります。
　なお集荷円滑化対策はこれまでどおりです。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
へ

加
入
で
き
る「
担
い
手
」と
は
？

　

ま
ず
、
米
の
生
産
調
整
を
実

施
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
認
定
農
業
者

◇
地
区
ご
と
定
め
た
面
積
（
下

表
参
照
）
以
上
の
田
畑
を
耕
作

す
る
農
家

◇
農
業
所
得
が
２
５
０
万
円
以

上
で
、米
に
係
る
収
入
等
（
収
入・

所
得
・
経
営
面
積
）
が
27
％
以

上
の
農
業
者

②
基
準
面
積（
下
表
）以
上
の
水

田
を
耕
作
す
る
集
落
営
農
組
織

◇
規
約
が
あ
り
、一
元
経
理（
米

を
一
括
し
て
販
売
し
、
組
織
参

加
者
に
配
分
す
る
）
を
行
っ
て

い
る
組
織

開催日 時間 対象地区 会場

11月27 日（月）午後 3 時
太田 JA 北信州みゆき

太田支所
飯山・柳原・

富倉
JA 北信州みゆき
旭町支所

11月28 日（火）
午後 4 時 瑞穂 JA 北信州みゆき

瑞穂支所

午後 3 時 外様 JA 北信州みゆき
外様支所

11月29 日（水）午後 3 時
秋津 JA 北信州みゆき

秋津支所

木島 JA 北信州みゆき
木島支所

11月30 日（木）午後 4 時 常盤 JA 北信州みゆき
常盤支所

12 月  7 日（木）午後 3 時 岡山 JA 北信州みゆき
岡山支所

12 月  8 日（金）午後 3 時 全市 市役所 4 階
第 3 委員会室

地
区

認
定
農
業
者
集
落
営
農

飯　
山

２・６
ha

10
・
０
ha

秋　
津

２・６
ha

11
・
４
ha

柳　
原

３・７
ha

18
・
３
ha

そ
の
他

４・０
ha

20
・
０
ha

新しい米の経営安定対策
説明会を開催します
加入についてご検討の方は、必ず下記の説明会にご
参加ください。

品目横断的経営安定対策に関するお問い合わせは
 ◇市役所農林課振興係　☎� 3111 内線 263
 ◇ JA 北信州みゆき 営農センターおよび各支店

※平成 19 年産の加入申請は来年 4 月～ 6 月で、関東
農政局長野農政事務所へ直接申請となります。認定農
業者の認定や申請書類の準備を、19 年 3 月までに終え
ている必要があります。

経
営
規
模
に
算
入
で
き
る

農
地
と
は
？

　　

実
際
に
耕
作
し
て
い
る
田
及
び

畑
で
、自
己
所
有
地
と
正
式
な
借

地
、正
式
な
作
業
受
託
契
約
を
結

ん
でい
る
農
地
で
す
。

地
区
ご
と
の
基
準
面
積

■加入できる農家の対象が広がりました
アスパラ、きのこ、野菜、花などが経営の主体でも農業所得が２５０万
円以上あれば、例えば米１haでも加入できる場合があります。

■米価が下がっても9 割補てん
水稲共済金に上乗せして９割まで補てん金をもらうことができます。

■従来より少ない拠出で補てん金は同等
（例）平均米価１4,000 円で米価が一割下落したとき、１haあたり３1,500

円の拠出で126,000 円まで補てん金が得られます。
拠出金の割合は 生産者1：国 3です。

加入のメリット


